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適切な時制を選ぶ

時制を調べる場合は以下のようなことを考える。

①時制を示す語がないか(yesterday, tomorrow, ～ ago, since ～ , など)
②前後でどんな時制を使っているか(前後の時制と合わせることが多い)

③慣用的に決まった時制を使うことになっていないか

(現在の習慣は現在形、歴史上の事実など常識的に誰から見ても過去のことは過去形、

hopeのあとの SV は未来形など)

最終的には意味がおかしくなければ大丈夫。ってことになるけど、こんな基準を持っ

て考えれば簡単になるはず。

３．かっこ内の動詞を適切な時制に改めよ。(形が変わらないものもある)

(1) It (be) this subject that should be done now.
(2) It was not his father who (urge) Max to study.
(3) Hi! It's me. I'm sorry I'm late. I (run) in the direction to the ticket gate.
(4) It is often said that you are what you (eat).
(5) Rainforest (be) cut down and burned since outsiders seized land for profit.
(6) My husband (go) out when I got home.
(7) When I started to learn English , I (want) to pick up as much basic vocabulary as possible.
(8) What I realize now is that both monolingual and bilingual dictionaries (have) particular uses.

動詞の適切な語形変化を選ぶ

時制以外の語形変化についても、ほとんどは法則性で見抜くことができる。

・助動詞や不定詞の toの直後は原形
・前置詞の直後は動名詞(～ ing)
・主語の直後には動名詞・不定詞・分詞は来ない。つまり、時制で考える

・be 動詞の直後には現在分詞か過去分詞(進行形か受け身)
・haveの直後には to不定詞か過去分詞が多い(have to～か完了形)
・他の動詞の直後には現在形や過去形の動詞は来ない。つまり、現在形や過去形は主語

の直後だけ。

・他の動詞の直後に動詞を使いたいときは、動名詞・不定詞・分詞になる

・主語に動詞を使いたいときは、動名詞・不定詞になる

・原形が来なければいけないところに過去形を使いたいときは完了にする

これらの法則性でわかることが多いが、でも、やはり意味を考える事はとても重要！！


